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過半数代表者とは事業場の労働者を代表して、就業規則に意見を述べたり、

使用者と残業の上限などについて労使協定を締結する当事者となります。

吉田事業場
2 0 1 9 年
任期:201９年1月～12月

過半数代表者選挙

なたの１票で、京都大学の職場
環境の総合的な改善を

これまでの過半数代表の方々の努力によって、
例えば以前 45 分だった「昼休み時間」が現在
は 45 分と 60 分のどちらの時間も選択できる
よう改められ、45 分を選んだ場合にも 15 分
早く退勤できることになりました。また「創立
記念日の有給休日化」、「非常勤職員の夏期休暇・
忌引き休暇」なども実現してきました。ですが、
常勤職員に支給されている「通勤手当」などの
諸手当が非常勤職員には支給されていないな
ど、「同一労働・同一賃金」の観点からも立ち
遅れている大事な課題があり改善が急務です。
労基法は、労働時間を「1 日 8 時間、1 週間に
40 時間以下」にするよう定めています。これ
を京大法人が「破る」にも「過半数代表」の承
認が必要です。労働時間の制限を「破る」とし
ても、「延長できる時間は週 15 時間、2 週 27
時間…3ヶ月 120 時間、1年 360 時間以下」（労
働省告示）とすることが望まれます。時間外労
働（超過勤務）が過重にならないように歯止め

をかけ、総長を含め京大で働くすべての人々の
生命・健康・発達を尊重し大切にしていけるよ
うにしていくことが過半数代表の大事な役割で
す。今回の選挙でのあなたの 1 票は、あなた
自身の体を守るための大切な 1票となります。

年度に向けて … 教職員の健康
を重視した制度の導入を

2019 年度には、労働法制の多くの改正が予定
されています。「働き方改革」の一環として、
例えば、①年 5 日の年休付与の義務化、また、
②「勤務間インターバル制度」の導入が提起さ
れました。この制度は、勤務終了後、次の始業
までに一定時間以上の「休息時間」を設け、通
常の始業時刻よりもゆっくりと出勤できるよう
にして、働く人々の生活時間や睡眠時間を適切
に確保しようとするものです。私たちの健康を
重視したこのような新制度の積極的な導入を京
大法人に働きかけていきたいと考えています。

田中真介

投票日 11月9日(金)　11:00～14:00
※投票所は裏面に掲載

田中真介
国際高等教育院 准教授
京都大学職員組合 元副委員長
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投票日時：11月9日(金)11:00～14:00
2019 年 吉田事業場過半数代表者選出選挙 投票所一覧
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